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［H的 ］ ポ リ乳酸 は カ ーボ ン ニ ュ
ートラル な 性質 を有 して い る こ とか ら環

憧 低負荷 なプラ ス チ ッ ク と し て注 冖 され て い る。しか し．ポ リ乳酸は 原料
で ある乳酸 を発酵生産 す る際 に多 くの コ ス トやエ ネル ギ

ー
が 掛か る こ とか

ら汎 用プ ラ ス チ ッ ク よ り も高価格 であ る とい う問題 を抱えて お り．酋吸 の

妨 げ とな っ て い る。そ こ で、本研究で は コ ス トやエ ネル ギーの 問題 を解決
す る T・段 として 水 一有 機 溶 媒 二 柑系 を用い た 拙出発酵に つ い て 検t’1を 行 っ

たc ［方法 ］ 菌株 と して 豊田 中研 と トヨ タ 自動車が作製した 遺伝 子組換 え
酵母∫．磆 癬 ∫廨 を使 用 した 死 抽 出溶媒 として ole ）

’1　alcohol で 希釈 した tri−n．・
dec｝

・laminC（TDA ）を使用 した 。培地に 抽出溶媒 を 重層した 水
一
有機 溶媒 二

相 系 を用 い て 拙 出発酵を行い 、非中和乳酸発酵 お よ び中和 乳酸 発酵 と乳酸
生産 量 を 比 較 した c

［結 果 及 び考 察］ 毒性試験 お よび抽 出実験 の結果．TDA が 抽出剤 として比
較的 毒 性 が低 く．抽出効率 が高い こ とが 示され た　フ ラス コ ス ケ

ー
ル で抽

出 発 酵 を検 討 した とこ ろ、11DA 濃度が低い 抽出溶媒 を使用 するこ とで非 巾
利 乳 酸 発酵 よ O も高い 乳酸 生産 f を示 したが 111

和乳酸 発酵 の生産量 には及
ばな か っ た。現在 、ジ ャ

ー
フ ァ

ー・
メン タ ー

ス ケ ール で も検 討中で あ る。
1） Ishida，N ．et　al．：Appl ．　Environ ．　Micmi 丿iQL，71，1964（200i））
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【目的】これ まで にア セ トン
・ブタ ノ ール 生産 菌の 静止菌体 すなわ ちWhole

⊂ell 〔／atul ）
’st を用い た酪酸か らの ブタ ノ ー

ル 生産法を構築 し、本反応 で は グ
ル コ

ー
ス 代謝 に よ り得 られ る還元 力が必 要で あ る こ とが 明 らか とな っ た 。

そこで本研究で は、人工 電子供与体の 添加 に よる 菖効率ブタ ノ
ー

ル 生 産 シ

ス テ ム の 購 築 を 目 的 と し た n 【方 法
・
結 果】使 用 菌 株 に は Clostttdiu．m

∫αα加 吻 6r δ  り如 r6’‘纏 6翩 Nl −4 　｛ArCCI3564 ）を用 い た。．1YA 塙 地 で 本培養
を12．15時間行 い、遠心 分離操作 に よ り集菌 を行 っ た。初 発pH6 ．5で、酪酸
10剖1、グル コ ー・ス 2｛lg〜1の 窒素源を含 まない リン 酸培地 に 、終 濃度  ．InlM
の メ チル ビオ ロ

ーゲン （MV ） を添加 し反応 を行 っ たc　MV 無添加 の 場合、
ブタ ノール 生産農度 は7、7S　g！l、ブタ ノ

ー
ル 対炭 素源 収 率 はD．612 　C ．moVG −

mol で あ っ た の に 対 し、　 MV 添加 の場 合 、ブタ ノ
ー

ル 生 産 量 は 10．Lg 〜1、ブ
タ ノ ー一ル 対炭素源収率 は 0．679G −moVG −nlol とな り、グル コ ース の み を炭
素源 とし た場合の 理論収率O、667C −m 〔，lt［：−met を超 え る値 とな っ た 。現在、
本 フ ロ セ ス の 最適化お よび連続化 を検討中で あ る．
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フ ァ ク タ ン ト （BS ）は 微生物に よ っ て 生産され る 犬 然 の

界 面活性剤であ り、糖脂質型、脂 肪 酸型 、ア ミ ノ 酸型、高分 子型 に 分類 さ

れ る。多くの BS は合成 界面 活性剤に 比 べ 、高い 界面活 性、優れ た 配行 性

（液 晶形成能）、幅広い 生理活性、な どを 発揮 する こ とが知 られて い る。糖

脂質型 BS であるマ ン ノ シル エ リ ス リ トール リピ ッ ド （MEL ） は ．植 物 油

を原 料 と して 酵母に よる 発酬 プ ロ
．
ヒス で量 産可能 で ある が、その 生産 酵 母

の種 類は 限 られてい る．本丗 究 で は 、既 知 の MEI ．生産酵 母の リボ ゾ
ー

ム

DNA （rDNAI 配列 を基 準に して相 同性検索を行 い 、　M 虹 L 尚生産株の 探索 を

試みた。［結呆］相同性検索の 結果、ハ 佩 釦 ζw 如 ” g厩 θ5α NBRC 　lO877 株 の

rDNA 配列が 既知 のMEL 生産酵 母と97％ 以 上の 相同性を示 した．本酵母 を

大豆 汕 （炭素源） と硝酸 ナ トリウ ム （窒素源）を含む培地で 培養 し．その

培 養液中の生産物 をTLC とHPLG で解析す る こ と で本酵母が MEL 高生産

株で ある こ とを確認 した。さらに、IH お よび 13CNMR に よ る 構造 解析
と GC −MS に よる脂肪酸組成の 解析結果、本酵母が 生産 する MEL の 構造
は既 知の もの と完全 に

一
致 した、，興味深 い こ とに 、本酵母の MEL 生産 性 は

tE リスル ］
・一

ル を添加す る こ とで 顕 著に 向上 した （コニ リス リ ト
…

ル非 共存

下 と比較 して約 70−90％ 上昇）．本酵母 の 休止 菌体 を用い 、大豆 油 とエ リス

リ ト
ー一ル を

・
週問毎に培地中に 添加する 連続培養 の 結 果、MEL の培 地 中 へ

の 最大蓄積量
，
ま142g ／L 〔591Liday ）に達 した 。

【背 景・E的】酵素反応 プ ロ セ ス は、エ ネ ル ギ ーお よ び有害物質の 量 を低減
で きる などの 点 か ら期待 さ れ て い る技術 であ る。しか し

一
般 に 固定化酉孝素

剤 は 耐久性 が低 く、非常 に 高仙 で あ り、大 規模利用 に際 して は大 きな経済

的負担 を伴 う。我 々 は こ の 点を 克服 す るた め に酵素 を酵母の 細胞表層 に提

示 さ せ 、容易に 再生産囗∫能 な酵 秦剤 と して 利用 する こ とを提案 して き た。
本研究 で は、各種の 有機合 成 反 応 へ と応 用 さ れ 優れ た 特性 を示す こ とが 知
られ て い る C α ndid 翩 α昭 加 由来 リノ ζ一ゼ B （〔：ALB ）表層提示 酵母 を作hk
し、こ れ を用い た エ ス テ ル 合 成 反 応の 実 施 を試 み た u 【方法 ・結 果｝ア ン

カータ ン バ ク質 と して ∫acch ．arom ）
lces 　cerevisiae 由来 Flol タ ン パ ク質の 凝集機

能 ドメ イ ン を含むN 末端側1099ア ミ ノ酸 か ら成 る FS アン カ ー
を用い 、そ の

C 末端側 に CALB を遺伝子 的に融 合 し、酵 母 ∫、　cerev α8 　M
．
118−1株 へ 導入 す

る こ とで CALB 表層提示 酵母 を創製 した 。GALB 表層提 示酵母 は野 生株 と比

較 して 有意な加水分 解活性 を示 し、ウ エ ス タ ン ブ ロ ッ ト解析 ならびに細胞

表層 の プ ロ テア
ーゼ 処理 に よ っ て GALB の表層提 示を確 認した。また凍結

乾燥 処理を施 したCALB 表層提示 酵 母が 1一ブ タ ノール 巾で ア ジ ピ
．
ン 酸 の エ

ステ ル化 反応 を触媒 する こ とが示 さ れた 。
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